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 in the Basic Nursing Education





の観点から課題を明らかにし，教育の示唆を得ることを目的とした．2007 年から 2015 年 3 月に発表された文献
の中で「看護倫理」「教育」「看護学生」で検索し，対象は 40 件だった．
　結果，授業形態でみると講義 8件，臨地実習 27 件，その他 5件，倫理的能力の構成要素でみると「知ること」
3件，「見ること」23 件，「知ること／見ること」1件，「振り返ること」8件，「行うこと」，「あること」0件，「そ
の他」5件であった．「知ること」に関する研究は講義，「見ること」と「振り返ること」に関する研究は臨地実
習に焦点をあてたものであった．また，教育上の順序性でみると 1, 2 年生は「知ること」が中心で，2,	3 年生に
なると「見ること」「振り返ること」に焦点を当てたものであった．
　今後，「行うこと」の実態を明らかにするための研究を蓄積する必要性が示唆された．










































































































ている文献 5件，研究目的が倫理ではない文献 20 件の計

















2 武森（2007） 看護学生がとらえる臨地実習における倫理的問題場面の意味 看護学生がとらえる臨地実習における倫理的問題場面の意味を、看護学生が倫理的問題だととらえた実習体験の記述内容から明らかにする
3 金澤（2007） 当校学生の 2年次における倫理的感受性の実態 2年次に学生が臨地実習で遭遇した倫理的問題および倫理的感受性の実態を明らかにする
4 大畑（2007） 老年看護学実習における学生の倫理的ジレンマ 学生が老年看護学実習で感じた倫理的ジレンマの学習内容を分析することで教育的課題を明らかにする
5 金澤（2008） 看護学生の倫理的感受性の変化の実態─ 2年次と 3年次を比較して─
看護学生が臨地実習で遭遇した倫理的問題場面を通して、2年次と 3年次の倫理的感受性の縦
断的変化の実態を明らかにする











10 高田（2009） 看護学生における「患者の人権・看護倫理の重要性」感得のプロセス ─「基礎看護学実習Ⅰ」を通して─
学生の実習における体験の振り返りから、患者の人権と看護の倫理について考える機会とした
「基礎看護学実習Ⅰ」における学生の体験と学びのプロセスを明らかにする
11 隅元（2009） 看護学生の倫理的態度の変化と影響要因． 2004 年に実施した倫理的態度に関する因子分析の結果を基に、同一学生である 3年生に調査を実施し、看護基礎教育による看護学生の倫理的態度の変化とその影響要因を明らかにする
12 富（2009） 看護学生が成人看護学実習で体験した倫理的問題と状況認識 学生が成人看護学実習で体験した倫理的問題とその状況の認識を明らかにする





















21 吉本（2011） 看護系大学 1年生が考える倫理的判断の拠り所 看護系大学 1年生がどのような拠り所をもとに倫理的判断を行うのか、その傾向を明らかにする
22 関谷（2011） 初めての臨地実習において看護学生が抱いた倫理的な疑問 初めての臨地実習において、看護学生が倫理的な疑問を抱いた場面や内容について明らかにする
23 高橋（2011） 基礎看護学実習Ⅱで学生が気づいた倫理的場面 基礎看護学実習Ⅱ終了後の看護学生が基礎看護学実習中において「倫理的に問題がある」と気づいた場面から、学生の倫理的視点を明らかにする




26 北川（2011） 臨地実習において看護学生が倫理的判断を要する場面 臨地実習で看護学生自身が倫理的判断を要した場面を調査し、今後の講義や実習での倫理教育のあり方について検討する

























34 梅田（2012） 小児看護学実習における子どもの権利に関する学生の学び 小児看護学実習を通し看護学生が子どもの権利についてどのような学びを得ているのか、実態を明らかにする
35 信里（2012） 精神看護学実習における看護学生の倫理的体験 看護学生の精神看護学実習における倫理的体験について明らかにする




































　研究対象者の教育課程は大学 15 件，短期大学 4件，専
門学校 20 件，大学と専門学校 1件であった．発表年次毎
の文献数は 1件〜 10 件の範囲内であり，2011 年が最も多




地実習でのレポート 11 件，インタビューの分析 2件で
あった．量的研究は，17 件でありすべてアンケート調査






















発表年次 大学 短期大学 専門学校 大学と専門 計
2007 1 3 4
2008 1 2 3
2009 3 1 2 6
2010 2 1 3 6
2011 5 1 4 10
2012 2 5 1 8
2013 1 1
2014 1 1 2







倫理的能力 大学 短期大学 専門学校 大学と専門 計
知る 3 3
見る 6 1 15 1 23
見ることと振り返ること 1 1
振り返る 5 1 2 8
行うこと 0
あること 0
その他 1 1 3 5
計 15	 4																 20 1 40
－58－ －59－
看護基礎教育課程における学生の倫理的能力に関する教育の現状と課題（吉岡）






























































倫理的能力 教育課程 1年 2年 3年 4年 複数学年等 計
知る 計 1 1 1 3
3 年課程
4年課程 1 1 1 3




























その他 計 1 3 1 5
3 年課程
4年課程
1 3 1 5
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